
　

昭
和
21
年
、
15
歳
か
ら
京
都
市
伏
見
区
の
北
川
本
家
で
酒
造
工
と
し
て

10
年
間
働
き
、
そ
の
後
藤
岡
酒
造
㈱
に
移
り
、
昭
和
40
年
杜
氏
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
７
年
か
ら
は
明
石
市
の
大
和
酒
造
㈱
で
杜
氏
を
務
め
、
現
在

も
酒
造
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
51
年
一
級
酒
造
技
能
士
認
定
を
受
け
、
昭
和
63
年
越
前
糠
酒
造
杜

氏
組
合
長
に
就
任
。
百
五
十
人
が
在
籍
し
た
同
組
合
を
束
ね
る
一
方
、
福

井
県
酒
造
杜
氏
組
合
連
合
会
長
も
歴
任
。そ
の
道
一
筋
に
業
務
に
精
励
し
、

衆
民
の
模
範
と
な
り
、日
本
酒
の
品
質
向
上
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

喜
び
の
声

　

大
変
名
誉
な
章
を
頂
き
、
喜
ん
で
い

ま
す
。
酒
造
り
六
十
年
の
努
力
が
認
め

ら
れ
、
父
子
二
代
の
受
章
と
な
り
光
栄

に
存
じ
て
い
ま
す
。

　

家
族
や
周
囲
の
方
々
の
協
力
の
お
か

げ
と
感
謝
し
、
今
後
は
伝
統
産
業
を
守

る
た
め
後
継
者
を
育
て
る
な
ど
、
地
域

社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

今
庄
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
事
業
を
本
年
度
に
実
施

議
会

臨
時
会

　

平
成
十
八
年
十
月
臨
時
会
が
、
十
月
二
十
三
日
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
臨
時
会
で
は
、
平
成
十
八
年
度
南
越
前
町
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
二
議

案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
南
越
前
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　

五
千
二
十
四
万
四
千
円
を
増
額
し
、
百
二
億
三
千
百
九
十
三
万
一
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
今
庄
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業
に
係
る
も
の
で
、
補
正

額
の
財
源
は
、
国
庫
支
出
金
千
四
百
二
十
五
万
九
千
円
、
繰
越
金
百
八
十
八
万
五
千

円
、
町
債
三
千
四
百
十
万
円
で
す
。

●
南
越
前
町
重
度
障
害
者
（
児
）
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

福
井
県
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
医
療
無
料
化
対
策
事
業
実
施
要
綱
の
改
正
に
伴

い
、
南
越
前
町
重
度
障
害
者
（
児
）
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

平平
成成
1188
年
秋
の

年
秋
の
褒
章
褒
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

11
月
２
日
、２
０
０
６
年
秋
の
褒
章
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
越
前
町
で
は
、
黄
綬
褒
章
に
山
下
康
男
さ
ん（
糠
）が
受
章
の
栄

誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

黄綬褒章（業務精励）

山下 康男さん（糠・74歳・酒造業）

平成18年度東海北陸社会教育
委員協議会連合会表彰

総三 一輝さん

（62歳・甲楽城） 

　

10
月
19
日
、
全
国
社
会
教
育
研

究
大
会
で
、
長
年
に
わ
た
り
社
会

教
育
振
興
に
精
励
さ
れ
た
と
し
て
、

東
海
北
陸
社
会
教
育
委
員
協
議
会

連
合
会
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

総
三
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
に
旧

河
野
村
社
会
教
育
委
員
に
任
命
さ

れ
て
以
来
、
社
会
教
育
及
び
社
会

体
育
に
高
い
関
心
を
持
ち
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

常
に
積
極
的
に
行
動
し
て
い
ま
す
。

　

三
町
村
合
併
後
も
、
地
区
文
化
祭
の
企
画
・
運
営
に

携
わ
る
な
ど
、
南
越
前
町
社
会
教
育
委
員
会
副
委
員
長

と
し
て
委
員
長
を
補
佐
し
活
躍
中
で
す
。

　

南
越
前
町
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
（
町
内
小
学
6
年
生
１
３
０
人
）
を
対
象

に
防
火
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
次
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞 

優
秀
賞

特
別
賞

南越消防組合管内の販売店で
購入したもので既存住宅に限る。

申請期限　平成19年３月31日まで

☎

消 防 署 か ら の お 知 ら せ

防
火
標
語
入
賞
作
品
発
表

　

町
で
は
皆
様
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
「
安
全
で
安
心
し
て
飲
め
る
お
い

し
い
水
」
を
お
届
け
す
る
た
め
、従
来
の
地
下
水
を
水
源
と
し
た
水
道
と
、

福
井
県
が
実
施
し
て
い
る
日
野
川
地
区
水
道
用
水
供
給
事
業
（
南
は
南
越

前
町
南
条
地
区
か
ら
北
は
福
井
市
の
旧
清
水
町
ま
で
）
と
併
せ
て
の
給
水

を
12
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

（
対
象
集
落
…
奥
野
々
、
上
別
所
の
一
部
を
除
く
南
条
地
区
。
た
だ
し
、

阿
久
和
、
中
小
屋
は
平
成
19
年
度
以
降
に
な
り
ま
す
）

　

日
野
川
地
区
水
道
用
水
供
給
事
業
は
、
快
適
な
暮
ら
し
を
さ
さ
え
、
い

つ
で
も
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
が
で
き
る
よ
う
に
、
桝
谷
ダ
ム
の
水
を

利
用
し
て
八
乙
女
頭
首
工
で
取
水
さ
れ
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
越
前
市
大
塩

町
に
あ
る
浄
水
場
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
浄
水
場
は
、
最

新
技
術
の
ろ
過
方
式

（
膜
ろ
過
）
で
0.1
ミ
ク

ロ
ン
ま
で
処
理
が
可
能

で
、
大
腸
菌
や
ウ
イ
ル

ス
な
ど
の
細
菌
を
分
離

す
る
こ
と
が
で
き
、
よ

り
安
心
し
て
飲
め
る
水

道
水
が
作
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
水
は
、
平
成
18

年
12
月
か
ら
一
部
給
水

を
開
始
し
、各
市
町
（
南

越
前
町
南
条
地
区
、
福

井
市
、
越
前
市
、
鯖
江

市
、
越
前
町
）
に
安
定

供
給
さ
れ
、
平
成
25
年

度
に
は
全
量
給
水
開
始

予
定
で
す
。

南条地区の水道利用の皆様へ
日野川地区水道用水供給事業の給水が12月から始まります

住宅用火災警報器購入者に
助成します！

お早めに


